
申
心
市
街
地
の
 

ま
ち
づ
く
り
計
■
ス
 

最優秀案に選ばれたイメージパース 

A 

ミ I声ぎ‘魂蕪議膏 

「（
仮
称
）
立侵
武
多
の
館
」
 

基
本
設
計
案
が
決
定
 

No.996 

2 月28日現在（）内は前回比、男23,977 (+9）女26,692 (+14）計50,699 (+23）世帯18,572 (+10) 

4ユ 人口と世帯 

,
 

 

市
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
起
爆
剤
と
位
置
づ
け
て
、
市
内
大
町
の
旧
丸
友
デ
パ
ー
 

ト
跡
地
に
建
設
す
る
複
合
拠
点
施
設
「（
仮
称
）
立侵
武
多
の
館
」
の
設
計
競技
審
査
委
員

会
（
茨
城
大
学
名
誉
教
授
 
平
山
昌
甫
委
員
長

・
布
屋
町
出
身
）
が
三
月
十
六
日
開
催
さ

れ
、
基
本
設
計
案
が決
定
し
ま
し
た
。
 

施
設
の
概
要
は
、
立
侵
武
多
三
台
を
常
設
展
示
し
、製
作
体
験
、
お
祭
り
の
映像
・
体

感
、
祭
り
ば
や
し
の
練
習
室
、
立
侵
武
多
製
作
所
、
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
市
民
参
加

型
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
・
テ
ラス
な
ど
が
計
画
さ
れ
、
観
光
施
設
と
し

て
だ
け
で
な
く
市
民
の
方
々
が
親
し
み
と
安
ら
ぎ
、
集
い
、
賑
わ
い
の
空
間
が
創
出
で
き

る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

建
物
は
、
高
さ
三
十
一
m

、
延
べ
床
面
積
七
千
三
頁
一
十
二

2m
で
六
階
建
て
、
建
設
費

三
十
五
億
円
以
内
の
計
画
で
、
今
後
は
実
施
設
計
に
入
り
今
年
十
二
月
工
事
着
工
、
十
六

年
三
月
完
成
を
目
指
しま
す
。
 

賑
わ
い
と
魅
力
あ
る
商
都
五
所
川
原
の
再
生
に
向
けた
先
導
的
施
設
の
建
設
に
一
歩
踏

み
出
す
こ
と
に
な
り
、
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
トし
ま
す
。
 

最優秀案を市長に答申する平山委員長（右） 

発行五所川原市役所／編集総務課 〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 ft代)35-21 11番

メールアドレス goshogawaraOl@net.pref.aomori.jp  
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第
八
回
五
所
川
原
全
国
凧
揚
げ
大
会
が
三
月
十
日
、
岩
木
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
市
観
光
協
会
が
主
催
し
、
十
一
一
都道
県
か
ら
五
十
団
体
、
約
三
百
人
の
凧
愛
好
家
が
参
加
し
、
 

伝
統
の
津
軽
凧
や
創
作
凧
な
ど
が
大
空
に
舞
い
あ
が
り
ま
し
た
。
 

朝
か
ら
小
雨
が
ば
ら
n
V
中
で
も
、
凧
の
種
類
別
に
分
け
ら
れ
た
六
部
門
で
、
見
栄
え
や
技
術
、
マ
ナ
 

ー
の
ほ
か
津
軽
凧
の
部
門
で
は
「
ぐ
ん
ぐ
」
の
ー
っな
り
の
勇
ま
し
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

様
々
な
凧
が
登
場
し
、
い
か
、
鶴
な
ど
の
形
や
人
気
ア
ー
ーメ
の
ト
ト
口
が
空
に
揚
が
る
と
訪
れ
た
人
々
 

か
ら
歓
声
や
拍
手
が
お
こ
り
会
場
内
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
畳
十
三
枚
分
の
大
凧
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
が
、
風
が
弱
く
残
念
な
が
ら
う
ま
く
揚
が
り
ま
 

せ
ん
で
し
た
。
 

来
年
こ
そ
ぜ
ひ
と
も
揚
げ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
 

r
 



翼
を

‘広
「げ

て
大

き
く
羽
 

ル
「
嘱或
 

（
仮
称）
つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
の
愛
称
が
 

冒
口
回

W
ロ
即
曾

（
ビ移

ノグ
）
 

赤
ち
ゃ

ん
は
地
域

の
宝
、

材
  

E白
0
里
 

七
和
地
域
住

民
協
議
会
 

赤
ち
ゃん
誕
生
記
念
品贈
星
式
 

三
月
十
日
、
七
和
地
域
住
民協
議
会
（松
山
興
七
郎
会
長
）
は
、地
域
内
で
平
成
十

三
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
十
人
の
両
親
に
対
し
て
記
念
品
を贈
呈
し
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
で
は
、「赤
ち
ゃ
ん
は
次
代
を
担
う
地
域
の
宝
、
財
産
で
あ
る
」
と
い
う

趣
旨
か
ら
、そ
の
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
ご
両
親
を
招
待
し
て
地
域
で
祝福
す

る
誕
生
記
念
事
業
を
平
成
十
年
か
ら
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。
 

ご
ざ

い
ま
し

た
ー
 

＠
社
会

福
祉

協
議

会
へ
 

o

田
辺
欣
一
一郎
さ
ん
（
下
岩
崎
字
尾

花
原
三
一
）
H
十
万
円

（香
典
の

一
部
）
。
 

o

津
軽
三
味
線
滝
栄
会

（
大
邑滝
雄

代
表
）
H
五
万
六
千
七
百
五
十
一
一

円

（チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
益
金
）
。
 

o

市
立
藻
川
小
学
校
（
徳
田
千
鶴
子

校
長
）
H
二
千
五
百
円

（
ア
ルミ

缶
タ
プ
収
益
金
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市

へ
 

o

福
士
良
次
さ
ん
（
新
宮
字
岡
田
一

八
四
の
一
二
）
H
寄
贈
（
森
の
家

へ
座
布
団
十
枚
）
。
 

⑥
五
所

川
原
地
区

消
防
事
務
組
 

A
口
へ
 

〇
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

（
宮
本
 

「
一
喜
彦
取
締
役
社
長
）
H
寄
贈
 

」
局
規
格救
急
自
動
車
一
台
）
。
 

に
決
定
 

市
で
は
現
在
、
市
内
唐
笠
柳

地
区
に
建
設
中
の
（仮
称
）つ
が

る
克
雪
ド

ー
ム
が
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
親
し
み
を
も
っ
て
活

用
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
愛
称
を
募
集
し
て
き
ま

し
た
。
 

こ
の
た
び
、
（
仮
称）
つ
が
る

克
雪
ド

ー
ム
愛
称
選
考
委
員
会

に
お
い
て
応
募
作
品
全
二
七
三

点
の
審
査
検
討
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
愛
称
は
「
B
I
G
 
W
I
 

N
G
（
ビ
ッグ
 
ウ
イ
ン
グ
）」
 

（石
黒
峰
成
さ
ん
・
五
所
川
原

市
）
に決
定
し
ま
し
た
。
 

石
黒
さ
ん
は
、
ド

ー
ム
の
屋

根
が
開
く
様
子
は
、
鳥
の
翼
を

思
わ
せ
、
五
所
川
原
市
が
未
来

に
向
け
、
大
き
く
飛
翻
す
る
き

っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

名
付
け
ま
し
た
。
 

今
年
、
早
期
の
供
用
開
始
を

目
指
し
工
事
を
進
め
て
い
ます
。
 

こ
の
「B
I
G
 
W
I
N
G
」
、
 

完
成
後
は
皆
様
の
積
極
的
な
活

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

式
で
は
、
松
山
会

長
か
ら
手
形
、
足
形

な
ど
が
入
っ
た
命
名

書
を

一
人
ひ
と
り
に

手
渡
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
ル
バ
ム
な
ど

た
く
さ
ん
の
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
誕
生
の

お
祝
い
を
地
域
住
民

で
行
い
ま
し
た
。
最

後
に
赤
ち
ゃ
ん
の
両

親
を
代
表
し
て
封
馬

英
幸
さ
ん
が
「
地
域

の
方
々
に
愛
さ
れ
る

子
に
育
て
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
 

ー
つ
ござ
い
ま
し
た
」
 

と
お
礼
の
言
葉
を
話

し
な
が
ら
、
わ
が
子

の
行
く
末
を
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。
 

会場内は子どもたちの笑い声が絶えませんでした 
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四
年
市
議
会
第
 

平
成
十
四
年
五
所
川
原
市
議
会
第
二
回
定
例
会
が
、
 
一月
七
日
か
ら
二
十
日
ま

で
十
四
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

定
例
会
の
初
日
に
成
田
市
長
は
施
政
方
針
を
表
明
し
「
五
所
川
原
市
に
再
び
活

力
あ
る
元
気
な
ま
ち
を
取
り
戻
す
た
め
、
公
の
心
を
大
切
に
公
正
・
公
平
に
し
て

市
民
主
役
の
市
政
運
営
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
『立
侯
武
多
の
館
』
建

設
事
業
が
本
格
化
し
ま
す
。
商
都
再
生
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
て
の
、
中

心
的
役
割
を
担
う
施
設
と
し
て
確
か
な
機
能
を
持
た
せ
る
べ
く
、
隣
接
す
る
重
点
 
 基

本
方
針
は
、
「都
市
基
盤
整
備
、
基

幹
産
業
振
興
、健
康
福
祉
政
策
の
充
実
、
 

教
育
文
化
の
振
興
、行
財
政
改
革
の
推

進
」
の
五
つ
を
重
点
施
策
と
し
、
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

平
成

十
四
年

度

の
 

主
な
事
業
 
 

〇
漆
川
・
岩
木
町
線
街
路
整
備
事
業
 

測
量
試
験
費
一
、
〇
〇
〇
千
円
 

〇
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
公営
住
宅
 

ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
策
定
事
業
 

工
ハ
、」ハ
1三
1千
円
 

◇
基
幹
産
業
の
振
興
 

〇
花
新
世
紀
産
地
整
備
事
業
 

二
、
 一
六
〇
千
円
 
菊
の
安
定
出
荷
 

を
図
る
 

〇
高
品
質
栽
培
施
設
整
備
事
業
 

四
、
三
四
五
千
円
 
転
作
の
推
進
と
 

野
菜
の
高
品
質
化
を
図
る
 

〇
地
域
水
田
農
業
再
編
対
策
事
業
 

二
六
三
千
円
 
転作
の
輪
作
体
 

系
の
確
立
 

〇
適
地
適
作
推
進
助
成
事
業
 

〇
〇
〇
千
円
 転
作
連
担
団

地
毎
に
作
付
面
積
に
対
し
補
助

〇
新
青
森
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
2
1農
業
・
農

村
活
性
化
事
業
 
一
、九
七
八
千
円

稲
わ
ら
有
効
利
用
、
焼
却
防
止

〇
草
地
開
発
用
地
購
入
事
業
 

九
三
、
七
一
三
千
円
 

〇
県
営
白
山
地
区
老
朽
た
め
池
等
整
備
 

事
業
 
四
、
二
一
九
千
円
 
老
朽
化
 

し
た
た
め
池
の
整備
工
事
 

〇
五
所
川
原
立
侵
武
多
開
催
事
業
 

四
九
、
二
四
五
千
円
 

〇
奥
津
軽
虫
と火
ま
つ
り
開
催
事
業
 

七
、
〇
八
四
千
円
 

◇
健
康
・
福
祉
政
策
の
充
実
 

〇
五
所
川
原
市
子
宝
祝
金
事
業
 
 

九
、
六
〇
〇
千
円
 

〇
出
産
費
資
金
貸
付
事
業
 

七
、
二
〇
〇
千
円
 出
産
家
庭
の
経
 

済
負
担
の
緩
和
を
図
る
た
め
出
産
費
 

資
金
貸
付
制
度
を
創
設
 

〇
知
的
障
害
者
職
親
事
業
 

六
七
一
一千
円
 
知
的
障
害
者
の援
護
 

を
職
親
に
委
託
し
自
立
支
援
 

〇
精
神
障
害
者
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
 

ス
事
業
 
八
、八
六
二
千
円
 
県
か
 

ら
の
権
限
委
譲
事
務
 

〇
精
神
障
害
者
短
期
入
所
事
業
 

七
二
五
千
円
 県
か
ら
の
権
限
委
譲
 

事
務
 

〇
児
童
扶
養
手
当
給
付
事
業
 

六
一
、〇
〇
九
千
円
 
県
か
ら
の
権
 

限
委
譲
事
務
 

◇
教
育
・
文
化
の
振
興
 

〇
職
業
能
力
開
発
相
談
支
援
事
業
 

二
一
、
九
八
四
千
円
 
パ
ソ
ヲ
ノ
講
 

習
会
の
実
施
 

〇
小
・
中
学
校イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
整
備
 

事
業
 
二
、
〇
〇
一
千
円
 

〇
中
学
校
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヲ
ノ
ピ
ュ

ー
タ
 

整
備
事
業
 
七
、
 一
四
四
千
円
 

◇
行
財
政
改
革
の
推
進
 

〇
新
住
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
 

構
築
事
業
 
七
一
、
〇
三
九
千
円
 

〇
庁
内
」
A
N
回
線
敷
設
事
業
 

一
五
、
〇
五
九
千
円
 

〇
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
 

一
、
七
四
五
千
円
 

ニ
 

成
田
市
長
平
成
十
四
年
度
施
政

方
針
を
議

会
で
表
明
 

一
般
会
計
予
薄
馴
什
盾
億
五

千
万
円
前

年
雄

六
千万
円減
 

k
 

整
備
地
区
の
面
整
 
◇

都
市
基
盤
の
整
備
 

備
や
T
M
〇
構
想
 
〇

広
田
集
会
所
建
設
事
業
 

の
検
討
等
と
合
わ
 
四
四
、

〇
四
五
千
円
 広
田
集
会
所
 

せ
ま
し
て
、
引
き
 

の
建
設
 

続
き
、
取
り
組
み
 
〇

圃
多
目
的
運
動
施
設
地
区
公
園
整
備
 

を
進
め
て
い
き
ま
 

事
業
 
四
二
四
、
 一三
〇
千
円
 

す
」
と
述
べ
ま
し
 

つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
の
外
構
工
事
 

た
。
 

〇
新
長
期
総
合
計
画
策
定
事
業
 

平
成
十
四
年
度
 
九
、

六
二
四
千
円
 

の
一
般
会
計
予
算
 
〇
圃

立
侵
武
多
の
館
建
設
事
業
 

は
、
二
百
億
五
千
 
四
四

一
一
、四
一
三
千
円
 

万
円
で
前
年
度
予
 
〇
雪

寒
機
械
購
入
事
業
 

算
と
比
較
し
て
十
 

二
二
、
三
四
六
千
円
 
除
雪
ド
ー
ザ
 

億
六

千

万
円
、
 

購
入
 

五
％
減
と
な
り
ま
 

〇
中
心
市
街
地
緊
急
整
備
地
区
土
地
区
 

し
た
。
 

画
整
理
事
業
 
二
六
、
〇
〇
〇
千
円
 

本
年
の
市
政
運
 
中

心
市
街
地
土
地
区
画
事
業
の
測
量
、
 

営
に
当
た
っ
て
の
 
設
計

等
 

【
 

r
 



平成14年4月1日より五所川原市行政組織規則が改正され、同日より施行されますのでお知らせ

します。改正された内容は、以下のとおりです。 

1 民生部 

これまでの 5課体制（市民課、国保年金課、環境対策課、はつらつ女性課、介護保険課）から、 

3課体制（市民課、国保年金課、環境対策課）になります。 

2 福祉部 

これまで福祉事務所で所管していた福祉全般の業務に加え、民生部が所管していた健康推進業務 

と介護保険業務を所管します。 

(1）生活福祉課 

2係体制（庶務係、保護係）※旧福祉事務所と同じ場所です。 

(2）介護福祉課（介護保険課の資格管理係・認定給付係と高齢福祉課の高齢者対策係が合体） 

※旧介護保険課と同じ場所です。 

3係体制（介護管理係、介護給付係、高齢福祉係） 

※高齢福祉係は、旧介護保険課の場所へ移動します。 

(3）健康福祉課（民生部はつらつ女性課の健康推進係と福祉事務所高齢福祉課の福祉係及び生活 

福祉課の児童家庭係が合体） 

3係体制（健康推進係、障害福祉係、児童家庭係） 

※健康推進係は旧はつらつ女性課、障害福祉係と児童家庭係は旧福祉事務所と同じ場所です。 

3 財政部企画課内に男女共同参画室を新設 

はつらつ女性課が所管していた女性政策業務は、財政部企画課内に男女共同参画室を新設しま 

した。 

4．経済部観光課を経済部観光物産課に改称しました。 

5．教育委員会学校教育課を教育総務課に改称しました。 

6．教育委員会の教育次長を教育部長に改称しました。 
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，
 

・
 

可
決
承
認
さ
れ
た
議
案
 

◇
平
成
1
3年
度
五
所
川
原
市
一
般会
計
補
正

予
算
ほ
か
四
件
 

・

一
般
会
計
は
、四
億
六
千
五
百
五
十
七万

九
千
円
を
減
額
し
て
総
額
二
百
十
五
億
千

五
百
四
十
一万
九
千
円
に
 

◇
平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
一
般会
計
予
算

◇
平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特別
会
計
予
算
 

◇
平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
老
人
保
健
特別

会
計
予
算
 

◇
平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
介
護
保
険特
別

会
計
予
算
 

◇
平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
立
高
等
看
護
学

院
特
別
会
計
予算
 

◇
平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
下
水
道
事
業特

別
会
計
予
算
 

◇
平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
公
共
用
地
先
行

取
得
事
業特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
病
院事
業
会
計

予
算
 

◇
平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
業
会
計

予
算
 

◇
平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
工
業
用
水
道
事

業
会
計
予
算
 

◇
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
等
組合
規

約
の
一
部
を変
更
す
る
規
約
案
 

◇
五
所
川
原
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を改
正

す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

◇
五
所
川
原
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関す

る
条
例
の
一部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
特
別
職
の
職員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
一部
を
改
正
す
る
条例
案

◇
五
所
川
原
市
集
会
所
設
置
条
例
の
一部
を

改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
ふ
れあ
い
牧
場
研
修
施
設
条

例
の
一
部を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
を改
正
す
る
条
例
案

◇
五
所
川
原
市
生活
安
全
条例
案
 

◇
五
所
川
原
市
暴
走
族
等
根
絶運
動
の
推
進

に
関
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
介
護
円
滑
導
入
収
納
対策
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

◇
五
所
川
原
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
手
数

料
徴
収
条例
の
一
部
を
改正
す
る
条
例
案

◇
五
所
川
原
市
地
域
福
祉
基
金
条
例
の
一部

を
改
正
する
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
 

服
務
等
に
関す
る
条
例
の
一
部
を改
正
す

る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
病
院
事
業
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一部
を
改
正
す
る

条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
立
高
等
看
護
学
院
設置
条
例

の
一
部
を改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
市
営
住
宅
管
理
条例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
下
水
道
条
例
案
 

◇
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
に
係
る
権
利
の
放

棄
の
件
 

◇
市
道
路
線の
認
定
に
つ
い
て
（
三
件
）
 

◇
固
定
資産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の選
任

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
（
一
一
件
）
 



運
行
さ
れ
ま
す
。
 

担
ぎ
立
侵
武
多
な
ど
が
参
加
す
る
予
定
 
6
 

ま
た
、
各
学
校
で
作
ら
れ
る
小
型
立
 
で
昨
年
に
も
増
し
て
ま
す
ま
す
に
ぎ
や

侵
武
多
や
さ
か
え
立侵
武
多
愛
好
会
、
 

か
な
ま
つ
り
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

鳥
森
町
内
会
e
ほ
か
市
民
有
志
で
作
る
 

テ
ー
マ
・
・自
然
界
の
怒
り
 ・
・
 

こ
れ
ま
で
、
 
私
た
ち
は
自
然
界
か
ら

恵

み
を
授
か
り
、
 

繁
栄

を
続
け

て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
 

盛
謝
を
忘
れ
、

欲
望

の
た
め
だ

け
に
自
然
を
破
壊
し

続
け

て
き
ま
し
た
。
 

今
、
 自
然
界
は
怒

り
を
あ
ら

わ
に

私
た

ち
を
誠
め
る
た

め
牙

を
む

き
だ
し

て
い
ま

す
。
 

今
こ

そ
、
 未
来
を
担
う
子
ど

も
達
の
た

め
に

も
地

球
の
限

り
あ
る
自
然

を
守
り
、
 

蘇
ら

る
必
要
が

あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ

う
か
。
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、
＼、

ブ
 
べ
（)Wm

、
 

S
こ
よ
譲
③）
『
 

奏
砺
脈
“
い
 

、×

』
1

」勿
 

、
 

篇
 

今
年
新
た
に
出
陣
す
る
立
侵
武
多
の

下
絵
が
決
ま
り
三
月
十
三
日
成
田市
長

か
ら
「
白
神
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

テ
ー
マ
は
、
自
然
界
の
怒
り
。
 

白
神
山
地
に
代
表
さ
れ
る
「自
然
界
」
 

を
具
現
化
し
た
人
形
が
ブ
ナ
の
大
木
を

担
ぎ
上
げ
自
然
破
壊
に
対
す
る
怒
り
を

表
現
し
て
い
る
姿
で
、
今
ま
で
自
然
の

恵
み
を
忘
れ
、環
境
を
汚
染
し
た
人
間

社
会
を
問
い
直
し
た
い
と
の
思
い
を
込
 

め
作
成
し
ま
し
た
。
 

人
形
の
赤
と
清
流
に
住
む
鮎
の
組
み

合
わ
せ
が
特
徴
で
、
高
さ
は
約
二
十
ー
ー
 

メ
ー
ト
ル
、
八
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
 

「軍
配
」
、「北
の
守
護
神
」
と
一
緒
に
 



シリーズ介護保 ) 連議蕊3g回 

社会福祉法人による介護サービス利用者負担の軽減事業 

4月から、介護保険サービスを提供する社会福祉法人による利用者負担の軽減事業がはじまり

ますのでお知らせいたします。 

【軽減の条件等】 

1 ．軽減を行う社会福祉法人とサービスの種類 市に軽減事業実施を届出済みの下記の法人・サ 

ビス 

（市外の社会福祉法人の介護保険サービスをご利用の場合は、お問い合わせください。） 

2. 軽減の対象となる方 社会福祉法人の提供する介護保険サービスを利用し、下記に該当する方

①市町村民税世帯非課税で、老齢福祉年金を受給している方 

②市町村民税世帯非課税で、生活保護境界層に該当する方（福祉事務

所長の証明書が必要です） 

③市町村民税世帯非課税で、前年の年金及びその他の収入の合計額が 

42万円以下の方であって、ご本人、配偶者またはご本人と生計を同

じくする方の収入や所得、資産等の状況により、上記①及び②に準

じ特に生計が困難と認められる方 

3 ．軽減の対象となる利用者負担 ①介護費負担 ②食費標準負担 ③日常生活費負担（月額 6 

千円まで） 

4，軽減の割合 2分の1 

5 ．手続き方法 軽減の対象となるか市へ申請してください。 （下記の社会福祉法人へ直接お問

い合わせくださっても結構です。申請書類等は、市並びに下記の社会福祉法人

に備えつけてあります。） 

【軽減を行う市内の社会福祉法人とサービスの種類】 

社会福祉法人名 事業所名 サ―ビスの種類 軽減対象の利用者負担 

青森民友厚生振興団 

（電話35-42 15) 

特別養護老人ホ一ム 青山荘 
介護老人福祉施設 介護費、食費、日常生活費 

短期入所生活介護 介護費、日常生活費 

青山荘ホームへルパ一派遣センター 訪問介護 介護費 

青山荘デイサービスセンタ― 通所介護 介護費、日常生活費 

若 菜 会 

（電話29-3533) 

特別養護老人ホ一ム あかね荘 
介護老人福祉施設 介護費、食費、日常生活費 

短期入所生活介護 介護費、日常生活費 

あかねホ一ムへルパ一派遣センター 訪問介護 介護費 

あかねデイサ一ビスセンタ― 通所介護 介護費、日常生活費 

勲 功 会 

（電話36-3 100) 

特別養護老人ホーム 祥光苑 
介護老人福祉施設 介護費、食費、日常生活費 

短期入所生活介護 介護費、日常生活費 

祥光苑デイサ一ビスセンター 通所介護 介護費、日常生活費 

拓 心 会 

（電話38-3000) 

さかえホ一ムへルパー派遣センタ― 訪問介護 介護費 

さかえデイサ一ビスセンタ― 通所介護 介護費、日常生活費 

五所川原市社会福祉協議会 

（電話34-3494) 

ホ―ムへルパ一センタ― 訪問介護 介護費 

地域福祉センタ一（3 3-07 02) 通所介護 介護費、日常生活費 

お問合せ先：介護福祉課 内線272・274 

7 平成14年4月1日 五所川原市役所 公35-2111 



税
務
職
員
募
集
 

（大
学
卒
業
程
度
）
 

仙
台

国
税

局
人
事

第
ニ

課
 

h
o
NN
(
2
6
旦
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1
1
1
 
内
線m
N
m6
 

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
消
防
署
容
（3
5)
2
01
9
 

災
害
発
生
時
に
は
、
1
1
9
番
（
緊

急
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

し
て
お
り
緊
急
時
の
通
報
が
受
信
さ
れ

な
い
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
 

緊
急
時
以
外
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
 

●

1
1
9番
は
火
事
、
救
助
、
救
急
の

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
 

●

火
災
の
情
報
を
知
り
た
い
方
は
、
廿
 

(
M)
2
32
3
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く

だ
さ
い
。
 

●

病
院
紹
介
は
h
(
M)4
9
9
9
で
紹

介
し
ま
す
。
 

春
の
火
災
予
防
運
動
の
 

お
知
ら
せ
 

消
防
本
部

公
（
3
5)
20
1
9
 

県
下
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
五
所
川
原
地
区
消
防
本

部
並
び
に
五
所
川
原
消
防
署
で
は
防
火
 

P
R
の
た
め
に
街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
等

を
実
施
し
ま
す
。
 

●
期
間
 
4
月
8
日
囲
5
1
4日
回
 

◇
統
一
標
語
 

『た
し
か
め
て
。
火
を
消
し
て
か
ら
 

次
の
こ
と
』
 

◇
主
な
行
事
 

・

4
月
8
日
の
 
9
時
5
1
2時

消
防
署
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
 

・

4
月
9
日
因
 
9
時
5
1
2時

消
防
団
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
 

・

4
月
1
0日
困
 
1
0時
5
1
1時
 

一
日
消
防
官
、
五
所
川
原
地
域
防
災
 

協
会
並
び
に
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
 

街
頭
パ
レ
ー
ド
 

《住
宅
防
火
 

い
の
ち
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》
 

3
つ
の
習
慣
 

・

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。
 

・

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

・

ガ
ス
こ
ん
ろ
等
のそ
ば
を
離
れ
る
と
 

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
 

4
つ
の
対
策
 

・

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
 

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。
 

・

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。
 

・

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
 

住
宅
用
消
火
器
を備
え
る
。
 

・

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。
 

⑨
古
く
な
っ
た
消
火
器
の
回
収
に
つ
い

て
 

腐
食
し
た
消
火
器
の
破
裂
等
に
よ
る

人
身
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
当
消

防
本
部
で
は
事
故
防
止
対
策
の
一
環
と

し
て
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
住
宅
用

消
火
器
の
回
収
推
進
を
図
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

古
く
な
り
腐
食
等
が
見
ら
れ
る
消
火

器
は
、
囲
青
森
県
消
防
設
備
保
守
協
会

の
協
力
に
よ
り
処
分
い
た
し
ま
す
の
で
、
 

処
分
を
希
望
さ
れ
る
方
は
『
消
防
本
部

予
防
課
』
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
処

分
料
は
有
料
（
1
、
0
0
0
円
）
と
な

り
ま
す
。
 

ま
た
こ
れ
を
機
に
、
住
宅
防
火
対
策
 

【
今月
の
相
談
日
】
 

⑨
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご利

用
く
だ
さ
い
。
 

●

4
月
9
・
器
日
因
 
1
0時
5
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
員

⑥
行
政
相
談
 市

民
課
 
内
線
2
0
2
 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
な
ど
へ

の
意
見
や
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

4
月
1
1日
困
 
1
0時
5
1
2時
 

●

4
月
2
5日
困
 
1
3時
5
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政相
談
委
員
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

"
（
糾）
2
1
0
8
 叫
（
糾）7
5
1
6
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は次
の
日
程
に
 

よ
り
、
「老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
 

「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を
実
施
し
ま
 

す
。
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

4
月
2
3日
因
 
1
3時
5
1
4時
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

4
月
1
2日
国
 
1
3時
5
1
4時
 

仙
台
国
税
局
で
は
、地
元
の
大
学
に

通
っ
て
い
る
方
、
都
会
か
ら
U
タ
ー
ン

し
て
公
務
員
を
目
指
す
方
な
ど
、
東
北

の
風
土
に
慣
れ
親
し
ん
だ
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
あ
ふ
れ
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
募
集
を
行
う
の
は
、
試
験
内
容

が
大
学
卒
業
程
度
の
「
国
税
専
門
官
」
。
 

国
税
専
門
官
は
、
国
税
局
や
税
務
署

に
お
い
て
、
適
正
な
課
税
を
維
持
し
、
 

ま
た
租
税
収
入
を
確
保
す
る
た
め
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
法
律

・
経

済
・
会
計
学
等
の
専
門
知
識
を
駆
使
し
、
 

調
査
・検
査
や
指
導
な
どに
当
た
り
ま
す
。
 

受
験
資
格
が
あ
る
の
は
、
昭
和
印
年
 

4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
6年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
 

◇
受
験
申
込
受
付
期
間
 

4
月
2
日
因
5
5
月
9
日
困
 

◇
受
験
申
込
書
の
請
求
 

各
税
務
署
総
務
課
 

◇
受
験
申
込
書
の
提
出
先
 

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
 

◇
試
験
日
及
び
試
験
内
容
 

第
一
次
試
験
（
教
養
試験
、専
門
試
験
）
 

6
月
1
6日
回
 

第
二
次
試
験
（
人物
試
験
、身
体
検
査
）
 

8
月
1
9日
の
又
は
8
月
加
日
因
 

の
一
環
と
し
て

消
火
器
の
普
及

に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。
 

※
消
火
器
の
不

法
販
売
等
に
は

十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
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凱織威 
環境対策課 内線231・233 

r 
期間】4月6日（土）~15日（月）までの10日間 

～運 動 の 重 点～ 

◆子どもと高齢者の交通事故防止 

◆自転車の安全利用の推進 

◆シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底 

その違反 小さな瞳が‘見つめてる 

五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署 

9 平成14年4月 1日 五所川原市役所 公35-2111 

◇ 犬の飼い主の皆さんノ＼ ◇ 

春が訪れると道端の迷惑な落し物「犬のフン」が一斉に現れ、多＜の苦情が当課に寄せられ

ます。しかし、フソをするのも習性ですから、犬を責めるのは可愛そうなのかも知れませんが、 

フンを放置することで、土地の所有者は非常に不快な思いをしています。また、このことによ

り適切な飼養をしている方も肩身の狭い思いをしていることを忘れてはいけません。犬の飼い

主の方は、自らの責任によってきちんとフンを片付けましよう。 

また、今年2月に市内で未登録犬による校傷事件が発生し、当該犬については処分されてお

ります。このような事故は、飼い主が「しつけ」をきちんとしていれば起らなかったのではな

いでしようか。また犬も処分されることはなかったでしよう。 

いい加減な気持ちでは、みんなが困ります。飼い主としての自覚を持ち、「犬の登録」と「狂

犬病予防注射」の実施、並びにしっかりとした犬の繋留をお願いします。 

◇ 猫の飼い主の皆さんノ＼ ◇ 

猫については、ゴミあさり、糞尿、死骸などの問題があるほか、猫の病気の流行が懸念され

ています。捨て猫や手術を受けさせないことにより、不幸な猫が多＜生まれています。また、 

年間数十頭の猫が交通事故で無残な死をとげています。 

猫は室内飼いを心がけ、不妊・去勢手術を受けさせるようにお願いします。 

◇ 犬猫でお困りの方ノ＼ ◇ 

・犬のフソについては、集合予防注射実施時に指導を行っていますが、苦情の原因となってい

る犬は未登録の場合もあります。飼い主が確認できる場合は情報をお寄せ下さい。 

・犬のフソ害でお困りの方には、フン害防止看板をお分けしておりますので、当課までお越し

下さい。 

・犬猫は同じ場所にマーキングをする習性があります。お困りの場所に木酢液など嫌がる匂い

を散布してみてはいかがでしようか。 

・猫は、砂地等にトイレをする習慣があります。狭い範囲であれば、しばら＜の間シートで覆

ってしまうなどして様子を見てみましよう。 

● o● o● o●o.o●o●o● o● o●o●o●o.o●o● o● o●o● o●o●o●o● o●o 
その他の動物も含め、タダかわいいというだけで餌をあげたり、飼ってはいけません。片手

間の愛情は、不幸な動物を多＜するだけです。共存するためにも責任をもってペットの世話を

し、よりよい生活環境を築＜努力をしましよう。 



青
森
放
送
ラ
ジ
オ
番
組
 

『立
侵
武
多
の
街
 

五
所
川
原
か
ら
』
 

が
再
ス
タ
ー
ト

ー
 

2
0
0
1
年
4
月
1
日
ス
タ
ー
 

ト
か
ら
8
月
加
日
ま
で
の
5
カ
月

間
 
毎
週
日
曜
朝
9
時
釦
分
か
ら

の
1
5分
間
、
青
森
放
送
ラ
ジ
オ
に

て
放
送
さ
れ
た
番
組
『
立
侵
武
多

の
街
 
五
所
川
原
か
ら
』
が
グ
レ
 

ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
 

様
々
な
人
々
と
の
心
の
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
昨
年
の
『
北
の
守
護

神
』
の
製
作
過
程
を
取
材
し
な
が

ら
、
五
所
川
原
の
魅
力
を
県
内
外

に
発
信
し
、
数
多
く
の
ご
支
持
を

頂
き
ま
し
た
。
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を

務
め
る
の
は
五
所
川
原
市
民
の
平

泉
淑
子
。
 

2
0
0
2
年
4
月
7
日
9
時
3
0
 

分
、
青
森
放
送
ラ
ジ
オ
で
お
会
い

し
ま
し
よ
ーつ
。
 

ね
ぷ
た
灘
子
講
習
会
の

お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
ね
ぷ

た
嚇
子
保
存
会

観
光
物
産
課
内

線
3
9
2
堀
内
 

4
月
7
日
卿
立
侵
武
多
製
作
所
に
て
、
 

1
9時
5
2
0時
ま
で
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
申
し
込
み
等
は
不
要
で
す
。
 

0
 

1
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『
み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
 

展
示
紹
介
 

中
央
公
民
館
 
公
（3
5)
6
0
56
 

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
 

合
0
1
7
(
7
3
4)
4
1
1
4
 

図
書
館
か
ら
時
間
変
更
の

お
知
ら
せ
 

図
書
館
 
公
（

3
4)
4
3
3
4
 

◇
火
曜
日
5
金
曜
日
 

9
時
釦
分
5
1
8時
 

◇
土
・
日
曜
日
 
9
時
釦
分
5
1
7時
 

◇
休
館
日
 
毎
週
月
曜
日
・
国
民の
祝
 

日
・
年
末
年始
・
曝
書
（5
月
下
旬
）

・
 

整
理
日
（
毎
月
第
三
木
曜
日た
だ
し
 

祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
 

⑨
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
 

お
は
な
し
会
の
時
間
も
変
更
に
な
り
 

ま
す
。
 

◇
毎
月
第
三
土
曜
日
 

1
3時
釦
分
5
1
4時
釦
分
 

●

4
月
2
0日
田
 

◇
テ
ー
マ
 
「
春
」
 

●

4
月
1
日
の
5
4
月
2
1日
同
 

【2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】
 

第
8
回
浅
木
全
一
写
真
展
 

『メ
ゴ
イ
わ
ら
し
つ
こ
』
 

※
好
評
の
「
わ
ら
し
了
」」
の
写
真
展
 

示
会
。
 

＠
「
み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
希
 

望
の
方
は
、
お
気
軽
に
中
央
公
民
館
 

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

青
森
県
男
子
・
婦
人既
製
服
製
造
業

の
家
内
労働
者
（
内職
）
に適
用
さ
れ
る

最
低
工
賃
が
改
正
さ
れ
、
5
月
1
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

最
低
工
賃
に
つ
い
て
の
詳
細
、
最
低

工
賃
金
額
表
を希
望
さ
れ
る
方
は
、
青

森
労
働
局
労
働基
準
部
賃
金
室
に
お
間

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

弘
前
駐
屯
地
 

創
立
3
4周
年
記
念
行

事
 

弘
前
駐
屯
地
広
報
室
 

容

0
1
7
2

(8
7)
2
1
1
1
 

内
線
2
0
5
5
2
0
7
 

●

4
月
2
8日
回
 

9
時
5
1
4時
釦
分
 

陸
上
自
衛
隊
弘
前
駐
屯
地
 

◇
行
事
内
容
 

・

記
念
式
典
及
び
観
閲
行
進
 

・

音
楽
隊
演
奏
 

・

人
命
救
助
シ
ス
テ
ム
装
備
展
示
 

・

模
擬
演
習
 

・

そ
の
他
（
装
備
品
展
示
・
装
甲
車
試

乗
・
美術
展
・
陶
芸展
・
演
芸
大会
・

チ
ビ
ッ
コ
ヤ
ン
グ
広
場
・
模
擬売
店

コ
ー
ナ
ー
な
ど
）
 

西
北

中
央
病
院

小
児
科
芭
《
井
宏
治
先
生
の
 

ワ
ン
ポ

イ
ン
ト

ク
リ
ー
ー
ッ
ク
 

こ
ど
も
の
救
急
外
来
 

5
こ
ど
も
の
救
急
は
社
会
全
体
で
守
っ

て
や
る
。5
 

土
曜
、
日
曜
の
西
北病
院
の
救
急
外
来
は
い
つ
も
こ
ど
も
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
「き
の
う
開
業
の
先
生
の
とこ
ろ
で
診
て
も
ら
っ
た
の
で
す
け
ど
、
熱
が

下
が
ら
な
く
て
・
・
。」
「き
の
う
の
夜
か
ら
吐
い
て
ば
か
り
な
ん
で
す
。」
お

母
さ
ん
方
は
そ
ん
な
ふ
う
に
心
配
そ
う
に
訴
え
ま
す
。
西
北
病
院
の
昼
間
の
外

来
は
だ
い
た
い
一
日
1
5
0
0
人
、
そ
の
う
ち
小
児
科
は
1
2
0
人
ほ
ど
で
、
 

一
割
に
も
な
ら
な
い
の
で
す
が
、夜
間
の
救
急
外
来
に
な
る
と
三
割
は
こ
ど
も

で
、
土
曜
日
曜
に
は半
分
は
こ
ど
も
で
す
。
我
々
小
児
科
の
医
師
が
当
直
に
当

た
っ
た
日
は
よ
い
の
で
す
が
、そ
う
で
な
い
こ
とが
ほ
と
ん
ど
で
そ
う
し
た
場

合
、
当
直
の
先
生
は
内心
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ

う
し
た
先
生
が
献
身
的
に
一
生
懸
命
診
療
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
我
々
小
児
科

医
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。
当
直
の
先
生
が急
患
で
来
た
こ
ど
も
の
状
態
が
具
合

悪
そ
う
な
の
で
、
我
々
を
呼
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
場
合
、
 

こ
ど
も
の
状
態
が
早
く
よ
く
な
る
よ
う
に
祈
り
な
が
ら
、当
直
の
先
生
に
迷
惑

か
か
ら
な
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
急
い
で
病
院
に
向
か
い
ま
す
。
 

こ
ど
も
は
体
が
未
完
成
な
の
で
、
突
然
熱
を
あ
げ
た
り
、
急
に
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
、
座
撃
を
お
こ
し
た
り
す
る
こ
と
は
仕
方
が
な
い
こ
と
で
す
。
た
と

え
、
昼
間
に
経
験
を
つ
ん
だ
開
業
の
先
生
に
し
っか
り
診
て
い
た
だ
い
て
い
て

も
、
急
変
す
る
こ
と
が
あ
り
え
ま
す
。
そ
う
し
た
時
き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
や

る
こ
と
は
、
西
北
病
院
の
よ
う
な
医
師
や
看
護
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
病
院
の
義
務
な
の
で
す
。小
児
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
昼
間
は
開
業
の
先
生

や
病
院
で
は
や
く
よ
く
な
る
よ
う
に
診
療
し
、
夜
間
や
休
日
は
急
変
に
対
応
で

き
る
病
院
で
対
処
し
て
い
く
。
こ
ど
も
の
救
急
に
つ
い
て
は
個
人
の
医
師
だ
け

で
は
な
く
、
病
院
全
体
で
協
力
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。す
な

わ
ち
社
会
全
体
が
こ
ど
も
の
健
や
か
な
る
生育
に
つ
い
て
な
ん
らか
の
形
で
携
 

令
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
 

×
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随時会員募集 TEL( 35)8953 

お母さんは日曜出勤です。保育所がお休

みの今日、長内亜荊沙ちゃんは内山信子さ

んと楽し＜遊びながら過ごします。お母さ

んごっこをしていたその時、「はなでた！

はなでた！」 の言葉に素早＜テイツシュペ 

ーパーを差し出す内山さん。「上手に鼻が

かめたね」 と誉められて亜荊沙ちゃんも大

満足です。 

「さあ、次はなにして遊ぼうか？」 お母

さんが迎えに来たら、た＜さんお話してあ

げようね！ 

稽 Z ( 繊脳肱の契！ 
五所順市フアミリーサポートロタ・

活動紹介ぬ2 

は～い お畠チンしまし 

月の催物案内 
ふるさと交流圏民センター TEL33-21 11 

オルテンシア 4 

日 曜日 催 	物 開演 入場料 

大
ホ

ー
 
ル
 
 

7
  

H
]
 

 

ャマハ音楽教室 

ミュージックワールド 
13:30 無 料 

14 日
  

名作こども映画会 

8'llぴきのねこ』 
10:00 

中学生以上 900円

小学生・幼児800円 

小
ホ

ー
ル
  

6
  

土
  

北五歯科医師会講演会 14:00 整理券 

7
  

日
  

『アイ・ラブ・フレンズ』 

上映会 

① 
14:00 

（② 
18:30 

前売 	当日
大規期柳4期
軌 8期軌m朋 

4/20（土）~5/19（日） 

『工藤哲巳展一反芸術の旗手の軌跡 

】東京～パリ～青森』 	10:00 	無料 

月曜日休館（月曜日が休日にあたる場合は翌火曜日休館） 

緊
急
地
域
雇
用
対
策
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
 

商
工
振
興
課
 
内

線
3
8
2
 

平
成
1
4年
度
に
お
い
て
緊
急
地
域
雇

用
創
出
特
別
交
付
金
を
活
用
し
、
緊
急

か
つ
臨
時
的
な
雇
用
・
就
業
機
会
の
創

出
を
図
る
た
め
の
事
業
を実
施
し
ま
す
。
 

◇
事
業
に
関
す
る
問
い合
わ
せ
先
 

商
工
振
興
課
 
内
線
3
8
2
 

◇
求
人
に
関
す
る
情
報
は
五
所
川
原
公
 

共
職
業
安
定
所
 
h
(3
5)
31
7
1
 

◇
求
人
は
各
事
業
に
よ
り
時
期
が
異
な
 

り
ま
す
。
 

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の

お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
県

土
整
備

事
務
所
 

建
築

指
導

課
 

公
（
斜）2
1
1
1

内
線
2
8
3
 

◇
新
宮
団
地
 

（
市
内大
字
長
橋
字
橋
元
地
内
）
 

木
造
平
屋
建
 
2
」
D
K
 
l
戸
 

木
造
2
階
建
 
3
」
D
K
 
l
一戸
 

◇
広
田
団
地
 

（
市
内
み
どり
町
5
丁
目
地
内
）
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト造
3
K
 
2
一戸
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
3
」
D
K
 l
一戸
 

◇
募
集
期
間
 

4
月
1
日
の
5
加
日
因
 

◇
そ
の
他
 
入
居
す
る
に
は
入
居
基
準
 

が
あ
り
、
家
賃
は
収
入
に
応
じ
て
決
 
 

定
さ
れ
ま
す
。
 

新
宮
団
地
 

1
8
、4
0
0
円
s
4
o
ど
o
o
円
程
度
 

広
田
団
地
 

1
o
、7
o
o円
5
N
N
、3
o
o
円
程
度
 

公
民
館
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

「い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
 

こ
い
の
ぼ
り
を
あ
げ
る
会
」
 

励

ぴ
き
）
 

中
央
公
民
館
で
は
、
今
年
も
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
願
い
「
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
（
い
っぱ
い
、
い
っ
ぱ
い

こ
い
の
ぼ
り
を
あ
げ
る
会
）
を行
い
ま

す
。
「子
ど
も
が
も
う
大
き
く
な
っ
た

の
で
」
と
か
「
あ
げ
る
場
所
が
な
い
の

で
」
な
ど
の
事
情
で
寄
贈
し
て
く
だ
さ

る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

◇
あ
げ
る
期
間
 

4
月
中
旬
5
5
月
上
旬
 

◇
あ
げ
る
会
 
4
月
2
7日
田
 

9
時
3
0分
5
 
中
央
公
民
館
 

＠
イ
ベ
ン
ト
 
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
、
 

た
の
し
い
う
た
、
た
く
さ
ん
の
ゲ

ー
 

ム
、
家
族
で
映
画
を
楽
し
む
会
、
お

茶
と
柏
餅
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。
 

※
「
子
ど
も
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
詳

細
に
つ
い
て
は
公
民
館
広
報
4
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

学
生
納
付
特
例
制
度
に

つ
い
て
 

国
保
年
金課
内
線
2
1
1
5
2
1
3
 

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
学
生
の
方
に
学
生
納
付
特
例
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

前
年
の
所
得
が
田
万
円
以
下
の
方
が

申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
、
1
0年
間
は

保
険
料
を
後
払
い
で
き
、
承
認
期
間
中

は
障
害
・
遺
族基
礎
年
金
が
保
障
さ
れ

ま
す
。
 

ま
た
、
4
月
か
ら
は
夜
間
部
や
通
信

制
の
学
生
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
さ
れ
る
方

は
、
納
付
書
と
印
鑑
、
学
生
証
又
は
在

学
証
明
書
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）
を
持
参

の
上
、
国
民
年
金
係
⑧
番
窓
ロ
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。
 



第30回環境緑化まつり
が開催されます 

りを大切に コーー暴発、繊一 
おいのある生活iを旦麟轟 

事務局農政課 内線352 

苗木を無償配布します 

と き 4月18日（木）-'4月20日（土） 

ところ 五所川原市庁舎前お祭り広場 

・庭園樹展示即売会 

たくさんの植木類・花類が市価より格安 

です。 

・園芸資材展示即売会 

・みどりのクイズコーナー 

・苗木の無料配布 

サツキ、ツツジ他（数に限りがあります） 

と き 4月18日 9時30分から 

4月19・20日 9時から 

・五所川原農林高等学校林業科展示販売！ 

手作り木工コーナーで、あなたも作って 

みませんか 

◇出店業者◇

三和園芸

美秀園 

藤田造園 

主催 

五所川原市 

津軽森林管理署金木支署 

北津軽森林組合 

五所川原市緑化推進委員会 

北地方農林水産事務所林業振興課 

'(34)21 11 内線240 

山火事防止PR活動の一環として、苗木を

無償配布します。 

●4月23日（火） 13時～ 

エルムの街Sc 中央入口 

◇苗木 ヒノデツツジ 

ライラック（各250本） 

（無くなり次第終了します） 

◇主催 

北五地区山火事防止対策協議会 

「緑の羽根」はふるさとを愛するシンボル 

です。豊かな自然がもっと広がることを願い、 

「緑の募金」運動を展開いたします。 

緑あふれるふるさとを創ってゆくために、 

皆様のご協力をお願いいたします。 

◇募金期間 

4月1日～5月31日 

， 貴重な森林を守り、豊かな郷土を築くため 

山に入る方は、次のことを守りましょう。 

①枯れ草等のある危険な場所では、たき火を 

しないこと。 

②強風時及び乾燥時には、たき火、火入れを 

しないこと。 

③たき火の場所を離れるときは完全に消化す 

ること。 

④たばこの吸いがらは必ず消すとともに、投 

げ捨てないこと。 

⑤火遊びはしないこと。 

⑥火入れをするときは、市長の許可が必要で 

す。 

皆 
五所川原市役所 合35-2111 平成14年4月 1日 12 



第

3
回
鯵
ケ
沢
会
の
 

集
い
に
つ
い
て
 

事
務
局
廿
（
3
4)
6
8
1
2
北
浦
 

担
ぎ
立
侵
武
多
の
紙
張
り
募
集
 

事
務
局
 
翻

ミ
ワ
電

工
内
 
雑
役

係

島
谷

公
（
3
5)
4
6
2

0
 
献
（
3
5)
 4 

五
所
川
原
乗

馬
ク

ラ
ブ
 

公
（
2
9)
2
2
6
3
小
田

桐
 

嗣
屍
サ
 
シ
 

鯵
ケ
沢
出
身
で
、
五
所
川
原
市
在
住

者
に
よ
る
「
鯵
ケ
沢
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
 

同
郷
の
輪
を
広
げ
、
紳
を
深
め
る
た

め
に
も
、
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

●

4
月
2
0日
田
 
1
5時
5
 

プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
川
原
 

※
ご
近
所
に
鯵
ケ
沢
出
身
の
市
民
の
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

東
北
電
力
翻
五
所
川
原
営
業
所
 

容
（3
5)
2
1
5
1
 

献
（
3
5)
8
8
9
1
 

カ
ラ
ス
の
巣
づ
く
り
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
電
柱
等
に
巣
づ
く
り
し
て
い

る
場
合
は
停
電
の
原
因
に
な
り
か
ね
ま
 

せ
ん
。
見
か
け
ま

し
た
ら
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

「ア
イ
ニ
フ
ヴ・
フ
レ
ソ
ズ」
 

上
映
会
の
お
知
らせ
 

一
一P
（
ひま
わ
り
手
話
サ
ー
ク
ル
）
 

公
（
3
5)
6
9
0
4
 

工
藤

（
西
北五
ろ
ー
っ
あ協
会
）
 

献

（2
9)
3
7
2
9
 

●

4
月
7
日
回
 

1
回
目
1
4時
5
 

2
回
目
1
8時
3
0分
5
 

オ
ル
テ
、
イン
ア
小
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
 

大
人
 
前
売
1

、
 

 
2
0
0
円
 

当
日
1

、
 

 
4
0
0
円
 

小
・
中
・
高
校
生
 
前
売
8
0
0
円
 

当
日
1
、
0
0
0
円
 

◇
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
 
エ
ル
ム
案
内
カ
 

ウ
ン
タ
ー
、
中
三
1
階
案
内
、
五
所
 

川
原
お
や
こ
劇
場
、
ブ
ッ
ク
ス
ア
ン
 

ド
カ
フ
ェ
ツ
ル
ツネ
、イ
オ
ン
柏
s
C
 

◇
主
催
 
ア
イ
・
ラ
ヴ
・
フ
レン
ズ
を
 

観
る
会
 

井
上
日
宏
ラ
イ
フ
リ
サ
ー
チ
 

2
0
0
2年
 
津
軽
セ

I
IIナ

ー
開
催
の
ご
案
内
 

井
上
日
宏
先
生
の
、
気
学
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
 

●

4
月
1
0日
困
 
1
3時
3
0分
5
1
7時
 

五
所
川
原
地
域
職
業訓
練
セ
ン
タ
ー
 

◇
セ
ミ
ナ
ー
会
費
 
1
0
、
0
0
0
円
 

◇
懇
親
会
会
費
 
4

、
0
0
0
円
（
会
場
 
植
む
ら
 1
7時
3
0分
5
)
 

◇
申
込
 
事
務
局
まで
F
A
X。

 

※
人
数
に
制
限
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。
（定
員
5
0名
）
 

五
舎

（
一」
じ
ゃ）
の
会
 
公

0
9
0
(
2
6
0
0
)
9
7
9
0
 
成
田
 

今
年
の
立
侵
武
多
運
行
に
自
作
の
「
牛
若
丸
」
で
初
め
て
参
加
し
ま
す
。
骨
組
 

み
は
竹
、
照
明
は
ろ
う
そ
く
、
昔
な
が
ら
の
ね
ぷ
た
を
再
現
い
た
し
ま
す
。
 

あ
な
た
も
有
志
で
作
る
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
 

現
在
、
紙
張
り
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。
 

◇
製
作
場
所
 
鎌谷
保
育
園
隣
の
倉
庫
 

◇
紙
張
り
時
間
 
8
時

、
2
1時
 

※
い
つ
で
も
何
時
間
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
。
 ー

  

●

4
月
か
ら
1
1月
ま
で
の
土
・
日
・
祝
 

日
（
月
8
回
）
9
時
5
1
3時
 

◇
馬
場
 
五
所
川
原
東
高
校
裏
 

◇
乗
馬
料
 

1
カ
月
 
一
般
7
、
 

高
校
生
5
、
 

小
中
校
生
3
、
 

◇
対
象
者
 

 

0
0
0
円
 

0
0
0
円
 

0
0
0
円
 

 

一
般
、
小
中
高
校
生
初
心
者
大
歓
迎
 

五
所
川
原
ジ
ュ

ニ
ア
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

会
員
募
集
 

月
曜
日
 
五
所
川
原
第
三
中
学校

水
曜
日
 
五
所
川
原
市
民
体
育
館
 

土
曜
日
 
市
民
体
育
館
又
は
日
立体

育
館
 

◇
練
習
時
間
 
1
9時
5
2
1時

（
た
だ
 

し
、
日
立
体
育
館
の
と
き
は
、
1
8時
 

3
0分
5
2
1時
）
 

◇
対
象
 

小
学
校
1
年
生
5
中
学
校
3
年
生

◇
年
会
費
 
5
、
0
0
0
円
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テーマ 

『県産品を 

使った料理』 
五所川原市食生活改善推進員会 

鮭のもみじ揚げ I  

熱量242kca1 塩分1 .3g 

（レシピ提供 社団法人青森県栄養士会） 

材 料（4 人分） 

生鮭 	 4 切（240g) 
塩 	 小さじ1/2弱（ 2 g) 
人参 	 60g 
卵 	 中 1 個 

片栗粉 	 大さじ3 
揚げ油 	 適量 

〈付け合せ〉 

もやし 	 120g 
わかめ（戻して） 	80g 
しょう油 

油 
出し汁 	 大さじ2 
ミニトマト 	8 個 

作り方 

①鮭は、2 つに切り、塩を振ってしばらくおく。 
②人参はすりおろしてざるに入れ、 自然に水 

を切り、卵と片栗粉を混ぜ合わせる。 

③鮭の汁気を拭き、片面に②をのせて軽く押 

さえる。 
④揚げ油を170度に熱し、鮭の②をのせた側 

を下にして入れ、薄く色づいたら裏返し、 

火が通るまでじっくり揚げる。 

付け合せ 
⑤フライパンに油を入れて熱し、もやしとわ 

かめを妙め、 しょう油で味をつける。 

最後に出し汁を入れてしんなりさせる。 

⑥ミニトマトは洗っておく。 

盛り付け 
⑦鮭は人参ののったほうが上になるように並 

べ、付け合せを形よく盛り付けて 

出来上がり。 

三森 萄文子会長 

\ ノ 

みんなの健康教室 
◆日 時…4 月26日（金） 

13時～14時 

◆場 所・・・保健センタ1 3階ホール 

◆テーマ…「動脈硬化はなぜ怖いか？」 

ー閉塞性動脈硬化症とその合併症ー 

◆講 師・・・清水将之先生（清水クリニック） 

◆主 催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のご案内 

期 日 時 間 場 	所 

4 月11日（木） 9 :3Q~14:3O 働く婦人の家・ 
保健センタ11階 

※ご希望の方は、4月5日まで、健康福祉課へご

連絡ください。 

が事らしooDS4医くI,ト 

青森県の献血キャラクター「ブラット君」 

【お詫びと訂正】 

広報3月15日号「平成14年度個別接種三種

混合・麻しん・風しん・日本脳炎実施医療機

関一覧表」江渡内科医院受付時間：1:OO-5:OO 

4:30--'S:OOに訂正してお詫びいたします。 

	ミI矯医療当番医 

月 	日 曜『 医療機関名 所 在 電話 

4 月 7 日 日
  

桂整形外科医院 
五所川原市字
弥生町16-1 34-3737 

4 月14日 日
  

っしまクリニック 
五所川原市字
下り枝2-1 38-3456 

※1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介容34-4999）で紹介し ます。 

健康福祉課 内線237 
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	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010
	011
	012
	013
	014

